
 国語（中）部会だより    

 

「１０月 16日（金）石教研第二次研究協議会について 

～中心サークル【江別】代表より～ 

                        江教研国語（中）部会 推進委員・部長 

                             和田 大河（江別江陽中）  

石教研国語部会の会員の皆様、江別市へようこそ！  

ファイターズ 2 軍の誘致には惜しくも届きませんでしたが、あの時マチが一つになった

熱量は、今もここ江別に満ちています。本日皆様をお迎えできたことを、部会員一同大変

嬉しく思っております。 

子供たちの「言葉の力」を育む重要性が増す今、今回の研究会は日頃の授業の工夫や悩

みを共有し、明日への情熱を充電する絶好の機会です。 

今年度は、3 名の先生方に熱意あふれる授業をご公開いただきます。子供たちの思考を

広げる工夫や、言葉と向き合う生き生きとした姿をぜひご覧ください。 

緑豊かな江別の地で、活発で温かい議論が交わされることを期待して

おります。本日の出会いと学びが、皆様のこれからの授業づくりを照ら

す豊かな時間となれば幸いです。 

 

日程：令和８年 10月 16日（金）9：００～１６：３０ 

■全体会①の中で、レポートの丁合を行います。当日に持参される方は 40 部印刷をお願いします。 

（注：ファイリングのための穴は開けないでレポートを持参→事務局で当日、穴を開けます。）  

■分科会Ⅰはワークショップ型の実践講座を行います。とうべつ学園桂川校長先生、江別市教委小

玉先生、千歳中学校吉川先生の経験豊かな先生方に、授業改善につながるお話をして頂きます。 

■各会場では事故等に気をつけてご移動下さい。（駐車場係がいる場合は指示に従って下さい。） 

■当日の持ちものは、上靴・靴袋・筆記用具・担当学年の教科書等です。 
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令和８年１０月９日（金） 

発行 事務局  題字 片山 健教諭 

文責 井上 智裕（樽川中） 

■国語科の先生へ配布回覧下さい 



公開授業校（会場校）について 

 授業者【会 場】 実施教室 授業後の討議会場 

 １年生 岡本 真一先生【中央中】 １年６組 １年５組 

２年生 草野 奈央子先生【大麻東中】 ２年３組 ２年３組 

３年生 山崎 良祐先生【中央中】 ３年３組 ３年４組 

授業者の先生方より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より連絡とお願い 

■10 月 12 日（月祝）をレポートデータの〆切とします。（事前案内より延長）データで事前提出が

出来なかった方は当日に実践レポート【40 部印刷】（白黒で構いません。）を持参ください。なお、

当日持参の方も含めて、Google ワークスペースの学年フォルダにはレポートデータを必ず提出下さい

当日の分科会Ⅱで参加しない他学年のレポートはデータでの閲覧となります。 

■授業会場で生徒・授業の様子を個人的に撮影することはお控え下さいますようお願い致します。 

第１学年 江別市立中央中学校 授業者：岡本 真一 先生 

 「普通の授業」「アナログ的学習活動の大切さ」「昔から採用されている読解教材」を柱

に据え、まるで最近の流れを無視する…、いや反抗するような形をとらせていただきまし

た。恐れ多くも、扱う教材は「少年の日の思い出」。ボクの授業はフツーですので、何も期

待せずにお越しいただけたら幸いです。この文章を、提出〆切を週マタギで出しているあ

たり、ボクは「エーミール」より「僕」より終わっています。 

 

第 3 学年 江別市立中央中学校 授業者：山崎 良祐 先生 

数々の名実践がある「故郷」を選ぶのは、清水の舞台から飛び降りる思いです。果た 

して、国語科の大家であらせられる皆様のお眼鏡にかなうような授業になるのか、はな 

はだ疑問でございます。この文章を考えるのも、示された締め切り日の前日の十九時と 

いう体たらく。大変、申し訳ありません。お目汚しとは存じますが、ご覧頂ければ幸い 

です。 

 

 

第２学年 江別市立大麻東中学校 授業者：草野奈央子 先生 

『描写を工夫して書こう～心の動きが伝わるように物語を書く』  

「さあ、物語を書いてみよう」と投げかけても、創作に対する心理的ハードルが高く、

何から書き始めればよいか悩んでしまう生徒は少なくありません。そこで本時（教材の 1

時間目）では、一人で書き始める前のウォーミングアップとして、「共同での物語作り」を

取り入れました。グループでアイデアを出し合いながら、言葉や描写を考える経験を通し

て、今後の個人創作へスムーズにつながればと考えます。先生方には、授業の様子をご覧

いただき、ご意見ご助言をいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 


